
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イチジクエキス(アブシジン酸)      
(50倍,  10倍粉末) 

US特許取得   血糖値上昇を緩やかに 



   
 

   
健全な糖代謝やストレス反応の調整をサポートするPHTONUTRIENT(ファイトニュートリエント)の一つであるアブシジン酸(ABA)は、血糖値の上昇を緩やかにすることが

知られています。ABA推奨摂取量(297μｇ/日)に対して、厚生労働省の国民健康・栄養調査の食品摂取量から予測した平均ABA摂取量は134μg/日であり、55%も
足りていません。Euromed社が開発した

                       
                

ABAlife™
 

(アバライフ)は、ABAを規格化したイチジク
     

(Ficus 
	
  

carica 
	
  

L.)エキスで、糖代謝の正常化をサポートします。
 

            
 

特徴:  
• ABAはイソプレノイドであり、カロテノイド合成をするための中間体です。          天然の

   
(S)-

ABA異性体には様々な生理作用があり、ストレス耐性や糖代謝作用を高めるこ
とが知られています1。

       

 

•   野菜や果物に含まれるだけでなく、あらゆるタイプのヒト細胞もABAを産生し、カロテノイドの
生合成経路を通過します1。

             

 

• Euromed社は正常な血糖レベルの維持や同様の訴求にABAを使用するための機能/ 
健康強調表示に関するUS特許を保持しています7。          

 
           •

 

ABAlifeTM

 

(アバライフ)はスペイン産イチジク(

        

Ficus 

	
  

carica 	
  L.)抽出エキスでABAを
    

高含
有規格化した製品です1。

  
         •

 
イチジクに含まれるABA量を損なわないよう慎重な品質管理をしながら製造しています。

   	
       
 

           
 
作用機序

  
:  

   ランチオニンシンターゼC様タンパク質(LANCL2)は、アブシジン 酸受容体として知ら
れており、ABAが結合することで、細胞内シグナル伝達や、酵素カスケードが始まりま
す1,2,3,9。ABAが炭水化物代謝に関わる遺伝子を活性化させ、最終的にはグルコー
ストランスポーター(GLUT-4)の発現を刺激し、腸内でのグルカゴン様ペプチド(GLP-
1)分泌を促進させます。
   

このような生理反応は、血中糖質の恒常性やストレス反応1,2,3を改善させることか
らアダプトゲン様機能が示唆されます。健全な血糖レベルを維持することは、代謝や神
経機能に重要な役割を果たします10。

        
 

            
 

          

          
 

        
 

          

                    
 

 

 

有用性:

 

   

最新臨床試験研究では、ABAを摂取することで正常な血糖レベルを維持することが
わかりました5。また、低血漿ABAに関連した耐糖能(ブドウ糖が摂取されたとき、血糖値
を一定に保つ調節機構能力)障害も、血糖のABAが有意に改善すると健康な状態に
回復しています6。

          
         

 
         

 

                
 

      
 

   

オーストラリアの大学で実施したABAlife™(アバライフ)の臨床試験では、試験開始前の状
態と比較し、血糖レベルを正常な状態に回復させています8。

 

       

ABAlife™
 

(アバライフ)は、100~200mgの低摂取量でも効果があることがわかり、高血
糖インデックス飲料摂取後、アバライフは濃度依存的に血中グルコースやインスリンの濃度を
減少させました。特に、200mgアバライフ摂取後は、有意に減少。

        
          

          
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全性: 

イチジクはGRAS (Generally Recognized as Safe)認証取得
ABAはself-affirmed GRAS(米国連邦規則と米国食品医薬品局が定める基準に従い、
食品用途としての安全性を米国内の専門家で構成される第三者機関が客観的に評価する
制度)取得し、米国環境保護庁も安全性を評価

           
  

 
 

製品:

 

•

 

50倍濃縮粉末

        

•

 

10倍濃縮粉末
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The information above has not been evaluated by the Food and Drug Administration, and the product described is not intended to diagnose, treat, cure or prevent 
any disease. While Euromed believes that the information provided herein is true and accurate, all information is provided “as is, with faults” and Euromed makes 

no representations or warranties with respect to the merchantability or compliance of this information with any governmental regulations. 

 

  

 

今回、提供させていただいた弊社製品の資料のお取り扱いに関しては、貴社との信頼関係のもとに
提供させていただいたものであり、貴社の知的財産権等へのご利用は、お断り申し上げます。
また、提供させていただいた資料中で使用している表現を貴社製品販売促進用資料等にそのまま
ご利用することはご遠慮願います。


